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１ はじめに 

2020 年 11 月 12 日、13日の朝の通勤時、青森市フェリーふ頭付近から

陸奥湾を見たところ、夏泊半島や夏泊半島の先端にある大島が浮かんで見え、

陸奥湾内を航行する船舶や建物の風景が上下に反転して見えました。これは「下

位蜃気楼」という現象です。以前、あおぞら彩時記2020年第３号の話題では、

上位蜃気楼の仕組みについて紹介しましたが、今回は下位蜃気楼の仕組みにつ

いて紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 下位蜃気楼とは 

 下位蜃気楼という耳慣れない現象ですが、島が海に浮いて見えることから、

別名「浮島現象」とも呼ばれています。蜃気楼は、温度（密度）の異なる大気

の層によって光が大きく屈折することによって虚像が見える現象で、暖かい空

気と冷たい空気の鉛直分布の状態によって「上位蜃気楼、下位蜃気楼」の２種

類に分かれます。 

 下位蜃気楼は、海面に近い大気の下方の空気が暖かく、上方の空気が冷たい

鉛直分布の時に発生します。このような大気の状態は、海面水温が高い秋から

 

図１ 写真１の撮影方向 写真１ 陸奥湾に下位蜃気楼が発生している様子 

11月 12日 7時 58分頃動画から切り出し 

写真２ 下位蜃気楼によって遠くの建物の風景が上下反転している様子 

11月 13日７時44分撮影（津軽半島方向） 
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冬にかけて、冷え込みが強まった日に起こ

りやすくなります。 

写真1を撮影した11月12日７時５０

分の地上気温は青森で３.９℃、下北半島の

むつ市脇野沢で 1．2℃と、陸上では冷え

込みが強まっていました（図２）。一方、陸

奥湾の海面水温は約１5℃と、地上気温よ

りも暖かくなっていました。このため、海

面付近の下方の空気は海面水温の影響を受

けて暖められていたと考えられます。 

 

３ 光の屈折の模式図 

 光は、異なる温度（密度）の大気の層によって屈折しますが、屈折率は低温

で高密度な空気ほど大きくなります。そのため、実像が見える光の経路が暖か

い空気と冷たい空気の温度変化が大きい境目を通るときに、密度の大きい冷た

い空気側に屈折します。屈折した光を目にした人間は、光が直進してきたもの

と認識してしまうため、光の経路の延長線上に、反転した虚像が見えるように

なります。 

 

４ おわりに 

下位蜃気楼は、秋から冬にかけて冷え込みが強まった日には頻繁に見ること

ができる現象です。上位蜃気楼よりも見つけやすい現象で、日本各地で見るこ

とができますので、興味を持った方はぜひ自分の目で観察してみてください。 

（この原稿の作成 現業班 石鳥・臼田） 
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図３ 下位蜃気楼の模式図 

図２ 11 月 12 日 7 時 50 分

の県内各地の気温と風向風速 


